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問 

　
日
本
人
の
が
ん
に
よ
る
死
亡

は
、
1
9
8
1
年（
昭
和
56
年
）

に
脳
卒
中
を
上
回
り
、
死
因
の

第
1
位
と
な
り
、
国
民
の
2
人

に
1
人
が
が
ん
に
か
か
り
、
3

人
に
1
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
る
。

　

国
は
、
1
9
8
4
年（
昭
和

59
年
）度
よ
り
、
約
30
年
に
わ

た
り
、
が
ん
対
策
を
行
っ
て
き

た
が
、
依
然
、
罹
患
率
や
死
亡

率
が
上
昇
し
て
い
る
。

　
な
ぜ
成
果
が
上
が
ら
な
い
の

か
。

　
偏
見
や
誤
解
、意
識
の
低
さ
、

日
程
の
都
合
、
煩
雑
さ
な
ど
検

診
に
向
か
え
な
い
個
々
の
理
由

は
様
々
で
あ
る
。
検
診
受
診
率

の
向
上
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
向
け
、
情
報
の
更
新
と
体

制
の
整
備
が
必
要
と
考
え
、
質

問
す
る
。

⑴　
市
の
現
状
と
認
識
と
課
題

に
つ
い
て
。

⑵　
昨
年
2
月
、
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
・
ピ
ロ
リ
感
染
胃
炎
に
対

す
る
除
菌
治
療
が
保
険
適
用
と

な
っ
た
。

　
日
本
に
お
け
る
胃
が
ん
の
患

者
数
は
、
先
進
国
の
中
で
も
異

例
の
多
さ
に
上
る
。

　
ま
た
胃
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
が

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
か
ら
生
じ
た

慢
性
胃
炎
か
ら
発
症
す
る
こ
と

か
ら
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
検
診

を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
、市
と
し
て
は
ど
う
か
。

⑶　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
か
か
わ
ら
ず
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
い
う
医
療
行
為
に
よ
っ

て
副
反
応
が
出
た
場
合
の
体
制

整
備
に
つ
い
て
。

そ
の
他
の
質
問

・
大
腸
が
ん
、検
体
郵
送
の
件
。

・	

コ
ー
ル・リ
コ
ー
ル
に
つ
い
て
。

・
が
ん
登
録
に
つ
い
て
。

  

答 

民
生
部
長

⑴　

津
島
保
健
所
管
内
に
お
け

る
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、

毎
年
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
げ
る
た
め
、
が
ん
検
診
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　

対
象
範
囲
の
中
で
、
若
年
世

代
の
受
診
が
少
な
い
。
こ
の
年

代
の
受
診
率
の
底
上
げ
が
必
要

で
あ
る
。

⑵　

発
生
リ
ス
ク
を
下
げ
、
早

期
発
見
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と

は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
が
、

現
段
階
で
は
導
入
す
る
予
定
は

な
い
。

　

国
も
有
用
性
に
つ
い
て
検
討

段
階
で
あ
り
、
今
後
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

　

除
菌
治
療
に
お
け
る
保
険
適

用
の
周
知
は
必
要
で
あ
る
。

⑶　

被
接
種
者
、
保
護
者
に
十

市
の
が
ん
対
策
は
？

分
な
情
報
提
供
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
上
で
の

実
施
が
必
要
。

　

副
反
応
に
よ
り
治
療
が
必
要

な
場
合
、
法
律
に
基
づ
き
、
市

の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受

け
付
け
る
。

  

問 

　
地
震
、
豪
雨
や
豪
雪
、
竜
巻

な
ど
の
災
害
が
日
本
各
地
で
毎

年
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
今
年
は
戦
後
最
悪
と

な
っ
た
御
嶽
山
の
噴
火
災
害
が

あ
り
、
ま
さ
に
災
害
列
島
で
あ

る
。
注
視
す
べ
き
は
、
広
島
土

砂
災
害
の
よ
う
に
、
自
治
体
の

危
機
管
理
の
あ
り
方
、
地
域
住

民
と
相
互
的
な
理
解
、
そ
れ
に

対
す
る
具
体
的
な
防
災
へ
の
取

り
組
み
が
日
ご
ろ
か
ら
適
切
に

行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
少
し
で
も

犠
牲
や
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
。
市
の
危
機
管
理
の
あ
り
方

を
問
う
意
味
で
質
問
す
る
。

⑴　
最
悪
を
想
定
し
、
地
域
の

特
性
に
合
う
自
主
避
難
の
考
え

方
と
、
意
義
の
理
解
を
標
準
化

し
、市
民
と
共
有
す
べ
き
で
は
。

⑵　
事
前
防
災
へ
の
取
り
組
み

公
明
党

堀
岡 

敏
喜 

議
員

は
減
災
に
つ
な
が
る
の
み
な
ら

ず
、
日
常
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
強
化
、
活
気
あ
る
共
助

社
会
の
構
築
に
つ
な
が
る
。

　
形
骸
化
と
の
指
摘
の
あ
る
防

災
訓
練
を
刷
新
し
、
防
災
運
動

会
や
、
H
U
G（
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
）、
D
I
G（
災
害
図
上

訓
練
）、
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
な
ど

の
図
上
訓
練
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
現
状
打
破
を
真
剣
に
考

え
る
べ
き
で
は
。

  

答 

総
務
部
長

⑴　

迅
速
な
行
動
が
で
き
る
よ

う
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
に
積

極
的
に
取
り
組
む
。

⑵　

自
主
防
災
会
全
体
会
に
お

い
て
情
報
交
換
を
進
め
、
横
の

連
携
の
強
化
な
ど
を
通
し
て
防

災
訓
練
、
防
災
対
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

  

答 

市
長

　

多
く
の
教
訓
を
生
か
す
意
味

で
、
本
当
に
防
災
・
減
災
の
取

り
組
み
の
質
を
向
上
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
を
市
民
と
協
働
で
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
。

検
診
受
診
率
の
向
上
で
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る

教
訓
を
生
か
し
、
市
民
と
協
働
で

防
災
へ
の
取
り
組
み
の
質
の

向
上
を
め
ざ
す

防
災
危
機
管
理
の

あ
り
方
を
問
う




